
と

●

、

I

ゆ

|’
一

一 ？

4

F
■ ‐ 三二

ハ



F－－

面

哩奇逼塞’ リ魂 回'扉

「

’ で
Ｌ
ｐ
ｆ
ｒ
ｒ
ｄ

P

瓦

｜

’

凸ー

１

１
１

尋

1

↓、

両■

滝

｡，

1 ( ＄
『Ｉ

Ｉ
Ｌ

I

●

1
K

&

ー戸



閏

凸

壺

■

■

‐

良

曽

悉
長
糸
骨
細
凝
俘
か
１
～
〃
農
約

■

ｌ
岬
は
７
，
屯
４
＄
↓
凧
層
や
ｈ
Ｉ
汐
１
入

、
マ
ク
テ
の
壬
岬
４
あ
１
１
－
１
』
耐
画
趣
帝
『

琴
典
に
一
宮

：
昨
注
臼
災
手

二

F

帆？

零
疹
私

育重
嗜
昨”

ドg一也記
胤

,

《

ｊ
Ｌ
Ｗ
ｖ

ふ
む b，

ど
さ
イ
ォ
み
，

①
、

| ノ

享
一

一



堀
、■。■■

炉上Ｊ掛戒浄蓮心品、』目院ーグ階り戸・膨鐸‘１１に程ト乱‐ー



ニ
ー

ノ
ー

仁
琢
心
牛
営
矛
ｌ
牡
寸
Ｈ
脚

、

菫
Ｐ
〆
‐
ノ
ヨ
ジ
ー

、->9．enp'

｡こ-､‘'o､‘ぞﾉ計GX~剣§

ルゥパ勤八も参e労混

s州一報|＃s副s訓
i滝､栃、'弓かs製j心

6や
淫い

１
１

ｌ
ｒ
、
〃
畠
野
口
や
Ｆ
Ｒ
Ｎ
Ⅲ
附
旧
ｒ
Ｌ
耐

9

、

”
釦
如
山
田
胴
可
吋
「

0

琴＝

､



’ ．
一
・

－ ～
【

~

’
、

§

I

鱗

』〃

司一

１
１
１

ぐ

一

｜

’、r;、9sも→､'6‘rWUI1Ffﾅ巡昏鈴」 ’

’

一
一『

甲

ノ
１
１ザ

，鈎瞬制

一一

･

-.,....-.一一一m｢-一一 一一 一一 －－－－
ーー~－~-.....ー111■■m ____

因
夕

囲

一二二

、

圃

一割､。〈･囲

一_一一ー一

-鳧､q､､く′咽

園

『凸

へ､q,｡く′P3

､~ぐ
田
し●令

､少､Jf

回
一

無〔國

諺､J-噸執や

－－－－

』

"

藻 昔 坪
、
〆



､己3-ｺ､奪
うや河)ー3－｢、

や穴〔霊

－－

一弐、q
ｬ念E垂

一
一
－－－

-へ劃

紬⑬ I

ー ■ ー

一~画 一一一一一一＝ 一・一一－11 ．~ーー

’
一

一

一一

一

一
〆
一
戸
一

一一

T-
I

. -－一十= ~

一一

｢－
ｒ

ｌ

Ｉ

一

。 I＝＝三

"l '
で 蒜L

瀕辰 I
一

趣き 一
斗『列ヰヰ | ’
一

一一

{1
十寺
〆

1

1 r猯、〆〆 ー



－

一 ー 一

の

壷っ､。§冥八、'-，

1ｰ望鈩-3-いくVい

｛、pQ〆建苫、

「牢＜ジ，､少j
F－一

幕で'lw警曾
（…乱ノル合・
「ｰtへ〔零
！…＆少･子

一一一一一一 一

サーミベーや蚤

レーレご、

一
ー－ ー

霞｢－

愚
一一一一一一1－~一

′や｡●、汀＋

鴎’

》
詠
囲
認
畢

、

《
《
一

六
パ
パ

難
撫
囚
一
蹴
蝉
》
団
洲
斗

■
Ⅱ
１
１
１
６
■
Ｉ
Ｉ
１
１
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

一
蹴
同
一
》
噸
一

一
）
で

》
で
》
ヤ

IN-J,-vWK+

|Eリ
IW,v～”

Iやヅv=ｺリ

囚
《
蝋
一

い
が
、
卜

〈
〈
〈
〈

へ
Ｗ
痕
》

学
寺
》
○

閏

３
５
Ｊ や『

一

囚
一
》
べ
華

、

－

１
１
１
１
』

囲
呼
栖
癖
舛
一

一一

｡漣シ

S､JW

S-斗

｡､､jザ

一
回
歎

鈩軸
晋
匙

､夢、『戸一～

f' irga
レ､Mvv,
吟ノ込・罪

込〆三→歌

、

『

一
一

討
狩
一

－ｰ

微5

← ~ －一一 ー

－－

－
４

一一己

T－
l ’

１
１
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
出
二

－

１

‐

ｌ

『

■■
一員---－

４ 極＃ I' | 一一一一

’
》
Ｉ
Ｆ
Ｏ

鴇
ダ1'’ )!'、

牛
ｌ
じ

岸’
1

〆 一
一一一己幸一一一

‐一 二 ’
一

一

「
ｌ

｜
・



．

I

”氏

J茸Yq1、

吟。双引
し屍､多Ju
－

，(率が

ゾルー凶

Qザ､砥､や、

t戸テ

コ､識“
4戸一

~Ytl，

少。又1
鼻閏ふJ1

I(章心
、

Q一､イ・へ

t〆テ

コ､識“
4戸頁、4

、 ‐ ‐ ロ－ 一1一一一~.~－－~..－－1－－一-一

v､⑥v､⑥

卦
函画園 回画

t少ぐむ

日
■
Ｈ
Ｈ
Ｏ
ｌ
Ｏ
■
０
口
８

日
■
Ｈ
Ｈ
Ｏ
ｌ
Ｏ
■
０
口
８

一

腿
L
”

写

６ｑＰＬⅡ例

Ｌ〃写

一
伽

一一

牢無片津|無
一一

>卜
一一－－－

’
- -_ 一 一 一一一

－口一

深十通‐掴蝉''十週|深I:III-Ig

－

一

＝ －
■



Ｉ
ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
』

一

①
ｃｌ

ｌ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｉ
６
－
１
■
ｑ
Ｊ
■
１
１
■
１
旧
訂
咀
Ⅲ
■
■
■
■
旧
５
口
“
。
■
０
Ｊ
’
１
．
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
ｂ
Ｉ
■
Ｄ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ⅱ
冑
Ｉ
９
ｈ
０
■
、
Ⅱ
ｒ
，
ｂ
ｐ
０
●
ｊ
９
Ｈ
０
ｒ
ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
ト
ー
ト
ト
ー
‐
ｊ
胆
ｈ
叩
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

一
壷
段
Ｉ
小
き
、
‐
｜
蝿
’
匙
、

１
１
１
１

俳
錯
砂
？
班
驚
鏡
職
然
剛
蝿
蜘■

Ｂ

Ｐ

ｂ

ｆ
式
、
戒
《
〃
、
１
画
・
ロ
竹
友
箸

“
●
９
１
４
日

一

己
、
４
４
口

‐
ハ
み
哩
伽
話
歳
逼
１
Ｍ
秘
ら
施
芭
蕪

’

一
一
一
凸

一
一
一
一
雄
脚
Ｉ
賦
胴
稲
撫
＃
蝋
Ⅷ
そ
り
、
Ⅱ
！
承
典
丸
夢
即

一
郡
、
芽
鳥
震
ざ
ず
ｆ
ｙ
了
伽
ｌ
鰹
の
〃
心
典
髭
婦

０

へ
’
一
；
輔
垂
蟇
ｊ
浮
看
単
う
‐
賑
ｉ
ハ
ツ
；
Ｉ
身
内
‐
‐
野
水

一
↑
従
諦
１
〃
§
ゑ
ょ
綿
遜
７
１
協
冊
〃
誓
壱
半
幾

１

１
維
寺
〃
よ
澗
紗
一
弾
翰
孝
塞
今
い
野
を

’

一

一

ゞ

一

を

一

移

鉾

盆

惣

Ｉ

蝋

棚

卸

零

ｊ

誉

越

人

ｒ
‐
‐
玉
参
蓋
＃
ず
士
女
…
４
重
１
割
野
永

’

一
一
一
、
炉
ｒ
如
需
河
『
延
、
優
』
匹
顔
〕
’
一
■
画
画
、
ふ
り
‐
宙
ら
Ｐ
戸
０
”
Ｒ
ｊ
う
、
ノ
．
‐
ぬ
″
〆
、
炉
尾
口
〃
．
一
庫
‐
１
１
１
１
１
’
’
１

．

俳
諾
〃
争
愛
蓄
鏡
端
騨
邸
蝿
蜘一■

■

Ｐ

ｂ

可
０
Ｊ
可
“
Ｂ
側

竹
友
難
銅

式
戒
画
・
ロ

ー

《

ｆ

ｂ

壷
段
ｌ
小
き
、
‐
夢
蓬
、

ｌ

可
み
璽
侭
詔
歳
↓
匙
１
Ｍ
秘
ら
施

一
泌
脚
Ｉ
賦
胴
稲
撫
＃
蝋
Ⅷ
そ
り
、
Ⅱ
！
承
典

Ｉ

１

忽
、
芽
：
糸
ら
悲
典
咄
尋
説
Ｉ
鰹
の
忽

一

１

０

々
輔
“
垂
や
瞳
《
奄
鈩
‐
‐
〆
管
鋤
曜
今
一
塁
鍵
恐
劉
姥
〆
泌
『
川
Ｉ
ｆ
胸
ｒ
↓
八
詐
迩
〉
釧
函
・
噂
製
Ｊ
１
，
く
条
謬
ス
ン
ー
１
１
１
，

従
諦
１
〃
§
ゑ
ょ
綿
遜
７
１
協
冊
〃
誓
壱

１

１
維
寺
〃
よ
澗
紗
一
弾
翰
孝
塞
今
い

画
洲
鯏
肌
測
卿
憾
測
鰕
側
州
沌

０

０

野越野半野共ル趣

求人3幾永駒節蕪

－1



■
旧
ロ
旧
呵
８
１
１
１
日

１
１
剴
釧

一

一

b

可

ヂ

4

１
１

一
一
《

一
１
１

ｄ

溪

鍼
識
一

ロ

蹴
一
覆

永
疏
率
向
芝
蕉

蝕
然
南
漁
奪
史
野
壷
秀
歌
謹
蕉
捲
錨



■

－ －－1壱』

‐=

展
四
段

I

I

一
一
一
一

蝋峰胡南畿IJ12紗 ｜
可叢｣蕊皐れ

力'11白鋳
夫尭譲与園半)'1

翁眉良蓮 月州鴬

－－一

ド

ず
』
Ｐ
迄
ワ
〕

０１ｌＪ

Ｌ
－
■
一
Ｐ
シ
，
レ
ク
か
‐
●
晒
留
３
ず
、
ノ
ー
一
■
〃
吾
耳
Ｌ
８
グ
一
』



■ l

1

,,型！ 譜ヴ

へ
段
母
う
ぜ
も
．
￥
２

画
測
輔
艸
鯏
鯏
剛
鯏
揃
珊
刷

Ｉ

雌
陛
４
脅
身
？
ｅ
ｆ
３
ｊ
伽
脇
岬
４
郷
て
、
謬
窃
琴
，

一
Ｊ
粥
を
＃
承
る
笏
～
制
独
り
今
砕
紺

を
囿
秀
を
乏
侭
打
鳥
ぜ
を
↑
庵
も
恵

’

’

九
段
鈴
２
Ｊ
基
蒼
参
豊

画
孵
聯
鰍
側
”
抑
臘
伽
“

陰

’

夕

炉

曾鬼か梅貞國玄稀

先童風白和信漸牧
一

櫛
Ⅷ
”
宅

小
春

1
●



’

’
'1

ヨ

頑
や
ｉ
澱
Ｉ
ｉ
ご
孔
馴
Ｉ

｜
そ
一

〃
《
鈴
め
あ
や
４
も

丙
一
訓
ｌ

職
人
怖
』
当
フ
カ
ｊ
タ
…
～

み

’

や
一
あ
の

櫛
ャ
姦
憩

両
建
壱
ク
ャ
細
～
；
路
訓
”
鯉
“
ず
作
る
ｉ
／
匂
＃
Ｌ
〃

１
１
１
閲
″
冊
″
＃
人

后
佐
ゐ
Ａ
ｙ
７
や
入
山
～
う
み
４

一
段
？
う
り
も
７
２

十
■
■
０
１
１
９
，
’

○
Ｆ
Ｆ
妄
，
』
蛎
一
討
小
鋤
‐
‐
〕
『
川
叩
い
封
罰
州
》
’
一
二
卓
一
二
】
一
画
画
唄
《
’
１
』
〃
，
．
Ｐ
ザ
ｌ
ｒ
ｂ
Ｆ
ｂ
Ｐ
’
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ⅷ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
０

q

l

h

『
■

，

毯
篭
》

枚
胤
諺
箕
二
噸

心
、
稔

異
附
岱
私

士
サ
ガ

後
者
暁
典
里

桂
恒
熟
可
酋



■
一 1

■
卓

剛
剛
棚
卿
捌
脚
Ⅷ
川
Ⅷ
Ⅷ
鯏
洲
剛
胱
罪

同
一
鯏
雌
撫
触
鵬
俶
州
織
梛
堀
ｆ
刃
脅
？
９
心
堆
Ｔ
・
罰
ふ
専
泉
２
宵
～
１

万
錫
嫁
ち
く
ｆ
低
劣
蜘
鋒
メ
か
ダ

研
州
鯏
川
肌
棚
測
側
洲
仙
峨
側
細

鯉
一
息
↑
↓
ふ
ふ
為
り
夜
；
＃
４
紬
り
り
宿

叫
峨
ｗ
蝿
鯏
刈
調
，
Ⅱ

I

繭彪調舜允時を土乳舟
々§笈役犯波ムチ蚕泉

字1

n駒 一



可
Ｉ



一
‐

0■

Ｉ

せ
一
段

抄
二
褒

拙
四
段

澱
に

－
１

唾迩逸憂荷董亙三里迄
印

、

1
1や

ｌ

可
Ⅲ
叩
Ⅱ
ｎ
Ｉ
川

部
輝
鋤
尉
ｒ
乃
デ
イ
ｆ
４
ｆ
ム
邸
２
シ
小
１
１
ノ
ヮ

１
１

暮
珍
く
診
廻
を
７
を
う
２
４
～
：
象

凡
乃
人
毎
列
み
Ｉ
了
馴
ｙ
・
零
蕃
４
ぢ

１
１

条
タ
篭
ろ
嶋
望
暑
了
舞
免
且
為
り
腱

捗
碓
６
鯵
ケ
ル
と
／
ハ
ヶ
牟
叩
ｊ
う
１
か
ｈ
睡
肥
γ
叩
抑
弘
厩
了
瓜
ソ
成
絃
ゴ

ーＹ
ｆ
〃
そ
§
ふ
り
抑
ｙ
妻
の
え

１
１

か
与
占
零
ャ
簿
Ｓ
叢

オ
吟
ヲ
患
〃
山
屡
ァ
侭
７
灘
汲
泌
砂
ふ
マ
４
Ｊ
も
ノ
ハ

；
』
画
一
ぱ
Ｌ

ー

い●

｛
一

Ｐ

I
移
多
瓢

、

古
〆
プ

鋤‘
;，

》’ ふ
沙
挙
弔
稜
〃
ら

リ
ア

リ

；

＝＝

P

_』

洲
洲
一

年
路
重
呂
穐
緋

信
島
鉾

山
亭
穐
翁
鵡
璽

●

I

－ － ‐ ■■■

_元





・ 一画 －

や
＃
ず
７
蝋
削
ｆ
ザ
や
ｉ
ｆ
り
卿
ｊ
夕
蕊
催
山
一

荷
一
。
ｆ
ｌ
さ
ｊ
イ
ノ
伽
泌
削
、
ク
ヅ
〃
ｊ
乳
“
り
ぇ
墨
画

１丁
し
｜
勿
呼
？
イ
タ
喋
禽
ぞ
協
捌
２
峰
泌
オ
ー
と
明

サ
ヘ
段
ふ
ふ
５
ふ
邑

さ
今
１
２
吟
ｊ
唯
狩
り
ふ
寡
１
塁
。
疎
胤

一

１

１
１
１
８
１
．
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
日

可

１

１

１
１
１
８
１
．
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
日

可

１

／

■
ロ
■
ロ
■
■
卓
『
１
１
Ｊ

川
』

■
ロ
■
ロ
■
■
卓
『
１
１
Ｊ

川
』

永仏遮銅羅

尊窓之難冬
z･…s…＝‘空拳墾罪･-=､必一一一

命羅

難冬
哩一･幸

を薙顯霞篭
俊十咽龍霞

41



歴
ろ
入
り
蕊
そ
い
↓
陶
瀞
愛
Ｊ
１
鯰

詞
一
鰺
あ
刀
？
急
細
謬
も
ヅ
努
Ａ
Ｉ
亀

あ
十
あ
娩
娼
１
．
４
今
＃
洲
鵬
ｊ
Ａ
暫

唖
獅
鮒
伽
刷
岬
洲
洲
鰔
洲
脇

因
曇
ゐ
う
ら
狗
灯
ｊ
４
さ
伽
を
お
あ
向

Ｉ
Ｉ

舟
一
段
る
慾
～
為
盛
些

端
端
や
Ⅷ
太乙ゑゑ湖 野謹聴絢棒仙

台明噸側美ね 鍍蕊巻憾愚化

。
◆



’

‐1秒
三

一一一-一一

推¥γ､1段

一”一

Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
Ｇ
‐
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
脆

１
１
１
１
Ⅱ

溌

仙

溌

撚

蕊

一
ｋ
僻
ツ
〃
斗
泓
Ｔ
茅
呼
Ｚ
琴
ｊ
を
〃
ｆ
す
Ⅲ
剛

一
斗
一
乱
７
‐
の
”
；
鮪
ケ
ク
ヅ
タ
各
」
畷
漁
や
側
，
心
妙
閥
い

－
の
一
強
培
卦
ノ
や
ノ
ヤ
ｊ
鰹
あ
め
た
渉
刎
つ
そ
４
鹿
”
１

－
や
、
一
ヵ
歩
フ
ク
の
４
人
”
溜
り
シ
気
潤
や
ｌ
式
迩
ｆ
，
、
ｊ
の
ぞ
く
と
〃
（
Ｙ

府
挿
の
〃
該
ヅ
餅
と
う
ノ
う
め
／
ひ
／
叩
く

「
劇
一
態
抑
呼
凱
創
ソ
魁
？
；
ら
吟
訴
拡
舗
１
３

＄
四
段
．
Ⅷ
略
‐
せ

画
嶋
川
排
郷
州
繩
州
岬
州
鮴
Ⅷ

画
恋
髄
り

段
ゞ
ぅ

紙
一
一

う
う

庖詞
｜

基

1
1 、

雷

り

ヨ
ー
中
１
＃

雁~て六1I
鑿

刈
吻
ャ
７
箱
の
そ
花
刑
署
、
鵬

Ｉ

紗
；
銅
憾
噂
ふ
イ
曾
伽
槻
１
＄
肌
～
た
の
ら
吸
駕

う
り
う
う
１
」
潅
雛
卒
妬
洲
４
１
１
も
死
Ｉ

矛
か
７
ふ
か
凶
～
７
加
別
臘
鰯
ト
ゥ
と
沸
叩
蝶
輝
内
ノ
食

１
１

脅
入
１
糸
り
く
蛾
巧
み
人
の
条
拷
２

僻
１
Ｊ
判
航
蜥
＃
婆
か
ぞ
？
酋
舎
ぞ
椎
噌

１

１

〆
稲
鋤
’
ず
Ａ
２
や
Ｉ
蝿
獅
や
潅
仏
仏
喀
１
１
１
唖
ｌ
／
プ
榧
↓
癖
心
ｂ
、
４
９

戸
胴
瓜
』
唾珂令

く

り
も
う
２

『

I

１
’
ｌ
Ｉ
０
ｌ
Ⅱ
４
１
Ⅱ
Ⅱ
‐
‐
●
‐
．
《
『
圏
‐
，
６
０
６
９

的
Ｉ
、
洲
；
銅
圃
憩
へ

強
咋
の
ｆ
Ｊ
蝶
友史

奥
＊ ｆ

Ｉ
Ｉ

毒毯

河養

「

〃(私雀半却糯龍毒
雛嘉窺路)''為ふぐ １

１





や
巳
己

『
Ｕ
０
Ｕ
０
０
０
Ⅱ
、
』
４
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

籍
止
椥
ふ
庭
９
馴

汽
わ
叫
八

恥
Ｉ
ｒ
４
〆
吸

一
１
１

も
７
り
ふ
↑
７
，
４
〃
か
閲
〃
ワ
う
搾
り
鯵
よ

久

６℃
一た
一
・
今
７
庇
Ｚ
ｒ
Ｉ

蒋
了
ｆ
ｆ
２
／
も
．
梗
瀦

一

鳧

－
１
－

・

や
■１

１

厘
え
鼻
篶
崇
多
ｆ
孝
蝕
：

評
ｌ

稚
九
む
め

段
一 一 一一一一

徒3n’
－．－－－－一

一
一
■
団
、
戸
卜
Ｆ
Ｉ
Ｐ
、

’

●

生鴬伽謹其裁も迅

亀も蕉亀弦J,由



…

１

－
Ｗ
州
州
州
州
艸
伽
州
洲
州
州
榊
州
刎
仰
雌
峨

而
杉
ゑ
り
復
い
う
も
ｊ
人
を
鰐
Ｚ
点
〃
移
蒸

１

１圃
孜
１
７
斗
警
方
ｊ
可
も
牟
蜘
〃
凡
枡
皐
重
土

’

四
土
段
う
ん
７
り

Ｉ

Ｉ

そ
タ
レ
称
う
便
Ｉ
制
の
ｆ
列
午
舟
産
ふ
千
紫

の
鬼
？
り
鞭
袴
，
の
を
～
釧
隙
ｆ
陥
妃
龍
足

僻
一
Ｍ
川
鯏
艸
輔
州
州
州
川
”
唖
側
州
岫
鯏
州

’

１
‐
剛
同
こ
い
ｉ
Ｈ
ｌ
副
２
二
■
■
口
劉
‐
‐
ｌ
Ⅷ
Ｉ
‐
，
副
‐
州
、
～
、
．
〃
ｌ
川
ｌ

ｐ
‐
，
‐
弓
引
１
１
副
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
！

’

1

００

１

ひ

も
或
利

ひ

も
或
利

Ｌ

|′|′
1

’’

lー



、

‐

0

●

＃
刃
６
４
鋤

１
．
１
Ｊ
Ｉ
Ｌ

■

】

坊
う
鳥 b

爵力左久鐘謬
’煩裁象吏萎審

ロ－



．、 、 ｜

垣一

Ｊ
口
皿
守
呵
ｌ
ｊ
ｐ
、
一
’
域
■
▼
ｑ
４
口

あ
７
入
〃
叩
り
の
や
愈
鋺
弧
砂
幽
ヴ
ピ
伽
４
７
や
と
ん
鰯
’
爪
纏
＃
４
叩
，
〃
＠
＄
の

甥
…
謬
忠

妃

諺
か
ず
ま
参
や
善
や
墜
岱
単
機
や
産
勝
や
粂
郵
ｆ
拳

乙

各
溌
？
橘
峰
乃
￥
卵
や

1

1

■
二
■
■
■
■
■
酉
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
‐
０
０
‐
‘
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
』
■
■
ｑ
一
■
９

司

■



－一言寧一 ’
ｰ

■ - .- -

一

鄙

蕊

炉ＩＩＬ－，

一
一
一
、
芝
邊
堂
い
何
１
＄
４
陶
嫡
必
も
乱

が
謡
旬
間
睡
園
剛
幽
尽

１
１

．
１
●
１
１
１
０
１
０
’
１
１
１
‘
●
Ｉ
‐
・
・
・
！
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
■
ｒ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
ｌ
Ｄ
Ｉ
０
Ｉ
‐
１
１
１
１
１
，
‐
‐
！
１
１
０
‐
．
ｌ
‐

イ
フ
ー
カ
・

沈
臺
ノ
少
佐
Ｙ
ｆ
ｌ
雄
災
：
＄
＃
傘
、
タ
リ
ク
け

愼 翻
基
ル
ェ
ノ
桑
調
智
‐
の
／
罪
掲
》
、
‐
ｒ
溺
入
袖
標
不
ｌ
守
珍
久
錘
鍛
心
ｌ
〈
ツ
ヅ
企
ワ
ｔ
９
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｆ
つ

、

で ’
ゆ、 、

臭

養

護

ｑ

？

一
噸
‐
ｒ
〃
・
ロ

ハ
睡
恥
上
や

皆
凪
覗
０

１
０

ア
ラ
ノ
ｆ

、 、

寺 、●、 ､

啓
ノ

辮
＃、

1脚!）

I》

必４２撰侭昨めノー

説

1DQ

盟
幕
レ
タ
々
僻
典
胤
７
吋
〕

釉
日
キ
鉱
γ
ふ

２
４
韻
ウ
：
尚
丸
ｊ
零
だ

、

サ
ル
今
聴
ノ

ス
ｆ
催
い
Ｌ
ユ
ヤ
う
ｊ

か
籏
坪
２
，
ふ
”
ふ
”
ハ

割
訓
訓
馴
祁
怨
淫
啼
と
確
妙
ｊ
、
段
切
く
ゐ
ｗ
２
秒
弘
夢
、
の
〈
ヤ
沙
Ｙ
も
馳
艇
水
ソ
や
４
副
ｈ
ノ

少
安
剣
》
画
■
麺
御
】
一
討
囲
砥
壷
■
四
一
四

ｌ
ｉ
ｌ

…
菱
ロ
‐
”
盤
３
丘

や

ロ

…

：

幼
且
身
ザ
受
て
斑

阜

§
魔
や
霧
４
？
鬼
作
餓
今
留
玲
‐

心
釦
吋
入
抵
添
尚
ｙ
ム
ソ
肱
峰

ア
６
６
ウ
カ
・

な
“
究
め
ダ
侮
錘
〆
４
海
可

、
奥
４
く
り
～
り
ｌ
１
ｉ
患
ぞ
慰
め
ｔ
７
ｒ
ｆ
ｊ
汀
・

ｉ

ｔ
心
ワ
ア
Ｕ
カ

ヂ
リ
４
７
ヘ
リ
ふ
Ｋ
〃
ｒ
＄
な
‐
雄
１
ｋ
ｍ
剛
弄
Ｉ

肯
１
ヲ
ゐ
ｉ
ｔ
態
１
＄
窪
み
拳
そ
Ｉ
鐘

１

，
斗
？
＃
夢
毎
塗
笹
郷
４
鎧
拶
Ｔ
域

爵
剛
”

…
…１

１

１

夢
卜
戸
ド
レ
ア
画
加
腰
、
ご
司
門
０
／
』
が
《
／
１
●
ｆ
師
玲
姻
〆
画

弗

掲
夕
や
’
第
齪
晒
，
小
馴
〃
Ⅷ
〃

服
ｊ
ヴ
？
蝿蘂

一

し 箸
月
路
通
殺
胤

や
胤
蜜

鬮
描
也
鶴
稔
脇
縮
堂

全全通闇生乾一一択弥野

鶏施 驚嘆維麺よ
__ __---- ----- -一一



F可

L

営
■
■

ａ
勾
匹
■

ﾛ呼J
Q

ロ

＃
、 、

…
、

①

マ
ム
ァ
ノ

錘
マ
ル
処
Ｊ

、ソ
ん
基
部
睡
匹
〃

|』
＝

ハ
ル
ノ
迄

十
〃
”
鮠
Ｉ
減
？
躯
刈
埋
心
、
伽
の
か
１
４

Ｚ
ブ
ノ
を
き
↑
ｊ
托
雄
ｌ
聯
を
蒋
八
ｒ
泌
喰
ｆ
ヅ
リ
ィ

巌
呼
八
防
仏
Ｔ
脇
Ｊ
１
仇
Ｚ
２
い
争
柵
１
１
７
１

、

罐
く
ぢ
や
財
ｔ
Ｉ
４
ら
緋
６
，
駒
士
時

ヒ
サ
フ

冬
リ
ル
莚
１
／

ね
私
呼
恥
上
勝
ｊ
ｆ
Ｙ
ｆ
弘
子
叩
；
４
弓
埼
を

γ
昂
，
や
‐
あ
タ
ヮ
む
う
今
の
あ
り
４
八
群
／
為

、

ス
俵
挑
駒
準
’

千
今
う
も
て
１
入

縦
／
‐
’

ね
Ｚ
ｖ
や
、
噂
弁
暫
Ｉ
ｊ
‐
腕
の
‐
β
え

、、 、 、

＃
晶 盛

1
ハ
ーV〕

少戸一

３
１
〃
、
Ｊ
少

』

ふ
む
４
ル
ー
戦
〃
公
の

咋
鴬
爪

え ，
ガ
ー
イ
ハ
ヲ
少

唖
や

I

白
８
０
０
０
日
。ウ鮪

ふ
姫
Ｉ 傍

叱
仏
”
＃
圃
肌

Ｉ
婿
塗
汲
み
，
」
１

〃

妙
ｖ
う
１
の
／
湫
恐
久
陞
樛

～
の

↑
ろ
…
感

，
●

姫

乙砿必をえ＆

|
｡ ﾛ ﾛﾆ

澗人通 14 虹み I



一三二一二三一

。

卜｜
蝿、 ラi壕ヌリメ、 リ

灘
W や

↑
' ?'＃

＄ ゞ‘
’ タ

'〒’
z

』し

"1ｲ’

』澱

Ⅱ
以
傘
摘
臓
‐
罰
。
が
咋
刀
盛
圃
瞬
鋼
釦
詔
塞
罰

０
■
■
５
ｆ
ｐ
９
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｂ
‐
Ｕ
０
ｉ
Ｉ
１
１
Ｊ
Ⅱ
０
４
．
Ⅱ
Ⅱ
０
回
０
■
Ⅱ
ｊ
０
１
１
。

》
ぞ
／
馴
恥
岫
鯏
仙
郷
柵
叫
郷
舶
剛
叩
繩
梛
泌
一

、
芝
舟
学
笈
侭
侈
ふ
ち
２
４
峠
勝
り
凡
姥
通

、
．
？
ず
ふ
笹
ゐ
ぅ
３
ャ
鈴
，
蜜
２
忽
支
考

袖
日
キ
ン
弾
砕
よ
ツ
ム
処
卿
論
ｖ
人
小
唾
下
う
ｈ
ｊ
１
沙
命
１
才
ゆ
秘
吻
ノ
錐
１
，
斗
慨
）
碓
爆

ア
ラ
ノ
児
可
え
か
勺
の
ゆ
る
し
し
３
，
鷺
７
ト
ノ
坐
刊
’
庵
姉
１
１
４
か
１
〃
９
ハ
ユ

＃
や
：

サ
ブ
牽
人
荊
馴
州
織
Ｔ
ｊ
八
Ｖ
ふ
テ
ル
る
＋
の
り
。
〈
坪
Ｉ
お
γ
ら
必
２
稀
ｉ
ｆ
と
秘
ヤ
学
を
〃
の
永
釧
や
あ
内
ノ

父
；
入
確
沁
引
剥
刈
が
ａ
く
う
知
列
御
洲
や
乙
令
勿
今
ｒ
鵬
ゆ
て
イ
、
り
つ
、
ノ

ス
・
と
俵
津
矛
逗
ぜ
刀
や
１
ぐ
域
吻
人
／
２
恥
１
１
切
鍛
亨
入
り
上
剥
ラ
ハ
ャ
７
節
〃
ヘ
ノ
髄
〕
．
赫
墨

、
〃
ゆ
り
鉦
皐
器
チ
典
ｔ
つ
僻
ｊ
写
ｉ
蛤
Ｉ
剥
斗

抽
圃
キ
ネ
２
↑
海
も
か
り
か
曲
；
や
参
逵
漿

寺出

唾

陣

師
隠ノ

f

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

ーー

１
１

竜エ
』

可



両い､

ロ9町

『

’
1

丘
舛
の
溌
加
締
謬
か
ｊ
馴
副
訓
八
ら
〃
ぬ
§
ぜ
や
と
晩
や
肺
，
形
う
か
の
め
１
１
鼎
腰
ｂ

一
Ｋ
哉
何
光
丸
み
Ｔ
開
泓
ゐ
ら
必
６
９
３
４
を
惑
号
川
’
１
紗
ハ
リ
み
の
叩
徐
Ｊ
矩

右
回
り
ｊ
砿
基
刻
み
ｎ
Ｖ
の
莚
弁
や
窪
”
，
噂
坤
寸
ノ
ア
少
も
典
〃
減
聯
り
り
心
轡
可
，
を
Ⅸ

誹
り
か
ｆ
と
，
豹
６
ｚ
命
の
今
，
ｆ
９
Ｋ
の
乳
〃
；
の
沸
鷺
さ
〃
～
し
秘
審
議
も
凋
停
も

法
融
心
礎
秀
靭
ソ
今
動
脈
９
や
ら
う
さ
グ
嘩
多
坤
砺
？
え
侃
績
３
０
桓
雫
領
４
忠
筵
Ａ
九

０
の
を
，
穴
リ
ハ
奪
う
か
や
Ａ
嵩
里
進
骨
暑
繊
ｗ
’
て
９
幻
紗
ぞ
又
ち
ろ
ふ
ゐ
Ｙ
４
ら

浄
＃
ん
や
戎
の
幟
ハ
鳥
舟
叩
祢
弗
総
諏
汲
＃
‐
§
３

羽
＃
＄
そ
ば
ｊ
り
↑
え
す
盈
乎
あ
勺
、
鼠
や
哉
牟
府
り

申
夕
酷
必
拷
ふ
噸
て
抄
〃
ら
抄
？
ｊ
周
ｆ
γ
ら
う
峨
臥
も

鱗
縮
き
り
彬
汝
零
Ｋ
潤
す
の
句
Ｉ
風
や
哉
溌
～
手
筵

兎
先
ふ
１
１
丈
し
や
戎
勿
４
あ
＃
承
亨
少
讃
駅
１
ｔ
象

二
一
一
一
一
一
一
一
画
、
、
一
■
、
〃
ｌ
‐
副
‐
副
‐
一
郡
Ｂ
』
Ｐ
、
ロ
ロ
唾
ロ
、
一
″
Ｐ
‘
ｎ
ウ
Ｐ
令
巳
ご
■
Ｐ
ｐ
二
幸
《
《



１
１

ハ
ハ
〃
ゞ
秒
跡
謝
々
ｊ
２
ぬ
り
の
ｈ
さ
ノ
ア
，
９
邪
Ｉ
歩
み
焼

ス
冨
俵
ろ
ソ
リ
ノ
＠
ｍ
〆
け
Ｉ
と
易
４
兄
馴
“
ノ
ー
‐
，
噸
’
わ
，
亀
抑
郁
迩
熱
引
大

川
同
副
劃
刈
ｌ
科
‐
副
珈
．
「
‐
回
測
‐
１
１
川
－
，
．
，
．
，
、
‐
‐
‐
・
二
・
・
，

目
や
の
り
上
郡
岬
か
も
酎
弘
炉
の
や
ヵ
う
り
の
り
わ
の
宮
永
雌
を

…

『
１
０
１
１
・
１
ｈ
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
■
１
０
０

嚇
凱
の
格

峨
州
柵
剛
州
蜥
州
Ⅷ
捌
釧
酬
測
加
岬
Ｉ
あ
う
非
め
や
何
あ
坤
シ
と

１
１



１
＄
，
４
：
？
＃
ぬ
．
４
１
４
Ｎ
ｒ
戯
ふ
劇

‐
§
〃
ゞ
葎
”
Ｉ
剛
，
１
ぞ
Ⅲ
ｆ
鞠
拶
”
た
鷹
叺
撮

も
＃
，
弗
附
＃
は
雑
め
や
罰
舟
＄
割
か
』
軌
撫
‐

３
、
鐘
弱
め
が
，
塀
ノ
為
絢
↓
域
ふ
う
ｆ

入
ｒ
バ
グ
。
慈
今
紺
，
〃
，
Ｚ
，
冬
蜘
ぃ
蝿
／
易
〃
卿

〃
＄
▽
１
４
冬
２
畷
め
ｉ
…
穆
弗
ｌ
外
の
蝋
創
必
八
釦

海
、
‐
惣
畷
ソ
犀
。
？
〃
入

’
一
幟
膳
唯
去
う
ゆ
畦
雁
岬

笹吸拷』乃聯野掲

種虹サハ･伽’ 由



一一
両
ー－

■

1 1 1

に｜ そ の ＆ 』､ 、 を

至急、 サ鰯書ダ”ザ 、
!-1

！
rg I

Z

l
－｡I

！
；i舞鑿1

II'
『 ｜

l; ;憾I

1

KfL･薙物葱

入り'ﾑ 笈由

籍雀甚祇呑

月産蝋人虚

ｆ
亀

学
調
”
●
ゆ
街
』



’ 蕊
－

割＋準鎗蛾ﾏS含｣痙曇&や濃約 tぐ~へ今､y守､,含喧､，醤'､'琴条
〆沸，昌錘§却芦潟竃垂V括=J､S畠〆､一余鐙容馬へ'

畠＆為急ぺ ががLG<"注令-へj、舎営<<,-ふ侭へ”会、
へ

麓餐戸式
やへ鳧為晶，

S匙
〆鱗曾e術共晶､尋曾怠だ,違約畿壱 jJg,へASJc函念、
。
言

毎挙'へ噸曹､麓､､鐙＜蝿嘗戸 寮
掌
壹
偲
旙
値
灘

嘩
剖
等
》
剰
蝿
和

片
測今々

卓

洲
一

》
一

一

錨》
〆
《剛

侯
１
１
９

旬

や
へい‘

Ｐ
や
沖

｜

■

ﾍ浩一
八一

ー

へざへ 菅､／Y〃

（大寺,へ や､Ws､"e､aAA'-

1 ヘ“、｡＊-､一・へ§常へ,や媚尚、へ

g､禽鳴､今八、漁一一、戸 響､冬
一一一一 一 一一

=liLA_/,-J_ ム狸、 0少 凸 ▲▲ 一 L一~～一 ＝



－－

匂
免
ド
鬼

協
泓
噸
ウ
も
形
と
爪
島
ｆ
§
ぬ
＃
ん
ハ
リ
＃
峯
判
畑
多
異

I

夢
６
Ｊ



■

■一

- － ‐‐ 一■■

、
ハ
ル
ノ
追
恥
“
唾
』
ぬ
ノ
心
拘
Ｗ
Ｌ

サ
ル
ミ
ノ
公
呼
部
，
、
ノ
ム
ダ
Ｙ
″

尋
二
俵
方
嫁
ｊ
の

ｵ警

北
、
ニ
ノ
撤
甚
／
蝉
１
１
も
劣
岬
伽
リ
排
‐
の
秘
咋

嘩
亜
口
．
裟
嘩
《

ァ
陰
７
墓
Ｔ
ｌ
の
４
蚤
欺
１
１
バ
セ
ｌ
ｔ
Ｉ
ｉ
え
－
１
‐

野
水

〈

｛
1

お

黒

字羽

我笈

錐
、
黙
り
１
１
１

混
在
の
１
１

其
何
ら
多
畠
洪
亀



一三＝＝

‐‐ ■■■ﾛ■

ｌ
１
１“

一

小
調
勿
ｊ
４
ｖ
か
；
、
、

一
二
ｇ

唇

１

１

総
う
み
鯰
ｚ
え
さ
り
あ
ｉ
Ｋ
〃
；
き
う

ｐ
４
７
ｊ
〃

必
喰
劉
引
側
伽
歩
ｌ
”
今
れ

み
４
や

、

ず
あ
灼
；
ゐ
Ｙ
あ
う
＃
ケ
ら
ふ
か
４
人
？
お
Ｋ
Ｊ
ず
ふ
海
３
７
，
鞭
あ
ふ

〃
ｆ
ｒ
恩
そ
？
り
〃
イ
ハ
ｎ
も
て
で
そ
ふ
と
才
ノ
ー
そ
の
ゃ
何
〃
鞭
と
秤

り
孝
久
？
と
郡
蹄
ふ
州
γ
叩
１
１

、
零
！

、
、
感
脳
棡
入
沙
“
ｎ

句

軽
竃
ル
ｏ
Ｑ
Ｊ
ワ
ハ
ツ
筐
”
１
１
６
全
”
上

ミ
ス

＆
X

嬢 ’

;
i

壷
去 嵐

未 鶴
嵐

■

ウ
》

濃
繁
斗
７
う

や

堆悲路

翰え束通



－－－－.一一一一
FL_三ﾗ三 一－． －－ －‐ ‐＝二一

－

重--‐ －、 』 ‐
民

一
■
ｒ

－
岨
』
１
Ｌ

１
１

●

『
醐
俸
喬
階

PI

-且 。■■＝

ハ
ル
ノ
込

弛
、
う

詮う 塾
元
竹
弥
１
Ａ

入
部
焔
内

H

d

も
毛

織
１
１

》
穗
婿
弗
奔
Ｉ
祁
金
腱
か
剰
騒
乃
凹
ご
？
心
の

§

翰
乳
蝿
蕊
謨
ぞ
の

の
向
制
礎
Ａ
必
向
留
ぐ
と
炎
γ
ｆ
を
《
剛
ト
ー
ふ
琶
迩
の
群

糾
剥
剃
囲
誤
宏
邑
も
句

○

斑
グ
ー
寺
亭

卵
管
童
品

1

㈱
背
奄
聯
鋤
捌
の
．
向
回
ｆ
り
’
”
ノ

ふ
さ。
め
し
露
間

一

叩
う
り

噴
一

碁応荷

亀犯す列 ロ

ﾛｰ■~‐ 一一℃－－－－－℃ ■ －－ー _‘ ＝



ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

』

『
１
０
１
ヒ
ロ
■
■
■
■
■
■
１
１
１
１
１
日

』

１
１
１

１
１
１

一 一ー－－＝一

津輔
、．↓･痔二燕ﾐ↓ぜぷ､'-,零叡も芦､堯詳,､-霊，‐､曇碁

1■

0 M

涛嘗鐸三竿 馨一く二
－－尋室､奎垂芋 牡単

一3.,％
一一､ご薄‐‘､-蛍､、雪 今､奪う竜 。３稻

野
％|再忌

垂渦一
ど澪

､シ､』今獄NsZj,-塞作字､ざ
へ＝マベ剣晶s昌琴も､涛或

今兵一ゴ-S
マ

q 一

手･岸 同

今

FB

Ｂ
Ｉ

Ｉ
ｄ

一
－
一

’
|’

｜

’

１１１１ １１

‘,〉割‐吟津）
ｰ－－－グ

べ･霞、武らへ挙令謡 尻、≧＞

芦
芦、我､‘ 〃

'.g－j､>簿,､』陸了、~､3興・
～‘や千

弾"･〆
v迄｣、ﾝ･等v,阜鞁

ソ

－

竿《､'e傍6ーー一一一一一一ー＝一一

Z．
蝋
戸一一

､ムイ ,：
一一‐－－－－

鞍詞入旦！墓諏也,壷

」」
Ｉ
Ｉ
ｄ
ｌ
Ｉ
Ｈ
０
■
■
■
日
日

“

－－ー



I－

~1

P

ｰ言、

一
万
常
食
小
↓

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

レ
催
‘
牛
壁
画
詮
廿
琴
参

１
１
１
今
日
Ⅱ
１
６
Ｊ
．
。
０
０
０
口
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
１
日
１
０
．
９
１
１

》
叩
今
§
タ
リ

ス
、
慰
俵
〃
よ
う
ら
り
て
う
年
り
れ
上
・
～
鬼
γ
２
ム
ズ
リ
・
’
約

一
ケ
ノ
ら
，
ク
死
Ｉ
ふ
り
の
源
多
角
ｊ
鷺
Ｊ
鮒
耀
。
『
碓

虻
、
こ
‐
聡
人
認
め
段
哲
乃
砿
呼
与
り
診
明
５
１
紗
〃
噌
椒

ァ
罷
少
畷
盛
叩
も
み
４
１
１
，
凧
Ｊ
あ
り
§
た
ｆ
り
蜜
到

図

存
在
の
静
譲
乳
ノ
掛
免
１
土
人
ハ
あ
，
や
薪
Ｉ
準
し
Ｋ
マ
迷
ブ
ヰ
ル
ャ
ル
賜
巡
や
予
色

１
１
１
１
’
い
Ｉ
‐
」

ふ
才
の
ヘ
ノ
の
叩
ｆ
か
う
り
’
フ
３

サ
ル
尋
一
ノ
挫
均
／
梅
ｚ
ｊ
、
、
ノ
ヘ
の

易
泌
１
ノ
嵯
尋
ノ
う
ふ
災
γ
？

”

』
『
ｆ
異

臼

橿
脚
罰
両
に
必
唾
熱
泌

期
Ｉ

バ
ル
ノ
ピ

ス
・
●
俵
刃
や
，
ラ

期
，
ｊ

’W
ハ

＆

新
式

薪
式

袖
日
キ

舎

凸

』
〃
や
卓

ｊ
ｂ
、
小
鵬
噛

夕
諒
〆
ア
ヅ
タ
ワ
ｐ
１

勺
葱
。
《
〉
ら
，
句
ｆ
人
形
ゾ
ハ
ヴ
劃
祉
岬
叫

リ

3
や

１
１
１

■

干
一
↓
一
険
の

霞
３
４
、
蜂
４
ハ

と
ｑ
１
国
軸
、
ｊ
、
ｒ
ｐ
加
皿
▽
ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ１Ｉ

ｌ

' （ ;、
、

”
や
挿
句
勝
北 ゲ

ｑ
ｌ

）

り〃
α
の
墨
ら

全 〆
山
ｖ
己
１
『
》
、
可
’
１
刑
ｌ
‐
／
企
『
〃
座
画
一
”
、

１
１
９
１
１
Ⅱ
８
■
０
Ⅱ
！
Ⅱ
１
９
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｊ
ｌ

舟
俗
ふ
ク
ア
ル

1

‘ も

四
町
白

■

す
絆
ゲ
ゞ
芭
鐘

〃
■
Ｐ
ｑ
Ｐ
Ｕ
ｑ
口
ｑ
ｂ
０
Ｉ

嘆
有
十
Ｊ

〃
デ
ア
ッ
・
貧
ワ
３
１

夢

あ
I，

ｂ
』

一
一
一
一
』
、
一

も
一
ｐ
０
Ｉ
０
０
日
９
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

芭露

蕉佑

’
I

I 主
圃

夫且
心

I

排童
ｰ二詞



一－~.~一 一屋＝ I －一一一
一一

‐ﾛ!■‐r一-

■L

一一.－． －－

》
匹
口
ｑ
ｒ
０

に
鯉
ヨ
ト
エ
も
一
■
ロ
、
ｎ
ｒ
Ｒ
惨
圏
炉
戸
と
謝
り
尚
門
馴
刺
引
ｌ
詞
詞
ｒ
牙
Ｉ

#

？
乎

魚

も
皇

孑

準

裳

〆

－－

’

ｰ



可
一

一一一一一一－

’

に

’ 卜
量
一
Ｆ
皇
司
畢
釜

凸
亘
Ｂ
Ｂ
９
Ｂ
ｐ
ｇ
８
Ｄ
●
二
■
Ｔ
０
６
ａ
６
６
Ⅱ
１
０
日
８
８
Ｆ
■
ｒ

７
７
聾
り
Ｉ
、
Ｉ
山
泰
１
４
？
＃
ん
唾
ｒ
ｒ
７
ら

・
詞
洲
’
一

一
０

１
１
１
１

１

１
■
０
１
８
Ｆ
Ｐ

〃
ん
硫
矛
傘
ク
デ
ァ
ラ
分
力
Ｌ
少
の
人
謝
や
と
ふ
承
哩
誕
必
虚
汎
Ｔ
Ｉ
ｄ
令
設
画
苧
ブ
ハ
岬
・
鳥
変
牛
虐
の
小

心
弱
あ
り
又
今
の
人
弘
填
嬰
Ｘ
詞
曾
箪
分
令
４
毒
Ｚ
必
ス
ふ
ぅ
応

ｇ
Ｔ
章
ｆ
：
，
ろ
と
晶
零
う
ぇ
来
々
季
ゑ
ｘ
斧
尊
李
方
７
ｂ
ら
命
え
さ

１
１
Ｉ
タ
ケ
蜂
劇
亨
，
鬼
ベ
ヂ
リ
わ
イ
Ｊ
ｍ
呼
伊
？
小
人
牛
僅
い
あ
葱
余
切
り
／

袖
…
躍
露
／
応
曹
冬
土
＃
ん
ｆ
ら
鍵
邑
弦

も
方
１
１
ハ
恥
と
〃
７
Ｊ
と

埴
／
ら
ｌ
応
迩
慧
悪
寒
猶
ｒ
串
書
う
ち
ｌ
の
及
シ
ｒ
門
謁
ｘ
ふ
り
と
園
Ｉ
偽
り

蝉
ぐ
ｊ
〃
４
尋
の
才
偶
心
鳥
痂
小
鼻
○
弁
う
り
論
仰
て
雪
？
？
』
；
の
か
面
や
と
が
尋
只
啄
か
佑
蘋
脚

癖
催
ｊ
鴨
感
嗜
郷
、

凸
畢
、
、
甲

、
弓
、

一
忽
フ
ノ
ク
熟
今
ｊ
Ｈ
久
甚
ふ
，
う
Ｉ
ジ
ー
ｒ
‐
を
総
寵
野
披

渉
農
″
そ
め
；
伝
縮
緬
吋
人
像
１
１
１
学
筏
叱
謹
蕊

や
細
李
基
ノ

ふキ他

劉重麟
｜

』

溌
閥
の

音

＃
ふ

：

’

ｌ
・
筵
”
し 鑛

捲
ｊ
〆
メ
あ
ふ
ら
１
１
篭
臓
う
：
半
残

「
剛
咄
旧
Ｈ
Ｈ
Ｍ
叫
叩
Ⅲ
Ⅲ
］
、
‐
１
．

２
１

灰
（
旧
い
臘
畷
〃
‐
川
叫
劃
尉
Ｉ
ｊ
凋
副
弓
創
．
『

１
１
１

ニ
ッ
カ
７
，
伽
や
谷
」
そ
鳶
憲
の
Ⅷ
ｒ
り
創
八
か
つ
鱗
易
号
侭
Ｉ

、

’

’P

一

ま
釜

孝一笹』

毅糞

ｰ

ヒー‐ ‐ ．_一i

ｰ．

ー



L
一-－

－

画港

一

Ｆ
０
１
６
－－

裳

%I

蕊
の

ゑ| …怪

、
為
雀
な
鐘
う
？
ろ
僻
ふ
ろ
ｊ
；
鯵
ぞ

勉

一

睡
千
コ
沙
範
子
輪
却
“
ｊ
ハ
ノ
逃
呼
懇
７
鈎
阿
や
本
試
錐
露
ｆ
卿
陽
７
降
巫
妬
７
割
心
靭
品
々
１
１
１
》

０

漣
二
Ｊ
河
Ｉ
；
鞠
Ｊ
稼
列
ノ
幼
ｊ
刈
鷲
Ｊ
柵
叫
洲
砲
Ｙ
ｌ
‐
為
向

ｉ

ｆ
』

屑
僅
僅
１
－
鈴
く
Ｙ
Ｊ
可
蜂
１
１
１
藩
３
刺
幻
胤
》
笹

●
』

一
忽
一
．
，
・
㈲
ざ
‐

毎ザ

凸
己

。
■
０
７
．
０
’
》
ｐ
■
声

的
謬
ｒ
あ
ｒ
ク
好
も
と
珍
押
こ
り
倹
卿
も
と
ｊ
〃
昨
今
，
岨
で
朕
γ
で
や
し
し
い
の
丸

７

Ｇ

口

。

。

■

ｑ

ロ

ハ
院
ビ
ナ
め
ト
ク
心
心
う
離
船
ｗ
ｌ
り
ノ
マ
ハ
ト
１
，
４
／
い
い
餡
パ
ゾ
伽
哩
岬
１
７
１
ｆ

且
》
象

糞妻 菅 ．

",T,zi& 雷
ば| ≦
i
： 入
り：

、

1
J、 ｝刀

’ 典 湛主

圃 蓑牽

愚
７
９
。
§
葬
股
へ
”
４
秒
許
Ｉ
燈
す
マ
ル
（
卵
鰯
亀
廊
峰
綿
琵
意
元
厳
の
ｖ
６
１
ず
，
蝿
這

ｉ
Ｔ
や
Ⅵ
．
、

新
式…

毒

マ
ー
ラ
グ
ノ
《
塞
可
Ｉ
遡
り

弓
６
／
典
官

１
１
０ふ

ｉ
／
部
ｊ
み
堂
点
為
１
４
も
堂
ふ
ふ

！
咳
I

lIl
l，l

j

L－

武
釧
零
動
八
Ｊ
為
了
と
武
イ
ｒ
も
跡
ｗ
霞
み
あ
ぅ
抄
り
ふ
い
み
公
ろ
４
１
１

塁
今
皐
々
１
４
も
堂
ア
リ
ふ
幽
溌
句

’

角毯萎
3鐘蕊

一旬→

無

亀



－

一一一
一一一一＝- --一一 一

一 一一＝

一 F

し， _←一－．一一・=一

互
飛
ｒ
蚤
一
Ｆ

新
式
．
人
路
？
州
溌
吋
ｌ
ｈ
４
囎
生
ツ
リ
〃
Ｚ
Ｌ

神
阜
妙
写
ふ
筋
い
ふ
瀦
吟
１
１
ｆ
ｔ
加
７
ら
む
あ
ａ
誰
〕
蛛
媛

、
攪
疹
非
鋲
ツ
ル
７
ゐ
瀞
？
ｊ
４
Ｉ
ｊ
ひ
七
余
跡
形
雀

副！

艸
珊
郷
緋
稚
牌
恥
禰
細
禰
鰍
懲
泌
独
柳
綿
郷
純

へ
１
人
孫
ル
カ
ー
と
才
の
篭
ｆ
Ｅ
う
ゆ
傘
軋
Ｋ
ソ
詞
紳
シ
”
け
人
置
吻
ル
ア
細
郷
豚
勅
，
々
７
媚
Ｉ
ふ
ん
編
劇
迦
岬
Ｉ
Ｉ

章
え
ラ
ン
服
Ｉ
彦
圦
や
屋
旨
ｖ
々
方
ろ
又
云
鈩
や
４
も
ふ
雑
の
イ
掌
久

ふ
孑
鳥
鰯
坊
や
い
ゲ
上
豊
弗
１
ノ
呪
桃
侭
ふ
ん
Ｘ
乙
人
ず
豊
脅
購
い

つ
と
那
串
み
如
良
藍
甚
可
署
笈
像
＆
＠
ケ
君
ｆ
穂
や
の
惠
易
』

企
し
く
の
向
入
ｆ
《
ハ
恭
呼
の
吻
談
必
乃
人
ノ
砂
ｗ
ハ
ノ

て
つ
，

予
杉
〃

鰺ア
シフ
ノ ノ

髪

害
＜

f

孝
の
？
７
ら
た
も
１
ノ
笈
７
ら
筋
ヤ
ヤ
リ
躍
牙

考
今
亀
握
？
ｆ
鶏

’
一

灰

' 1
V

，

1

▲
９
０
１
８
１
１
１
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
’
６
■
１
６
回
０
１
１
１
１
０
０
１
７
０
１
０
当
６
１
６
１
０
■
１
９
１
凸
Ｅ
Ｉ
Ｉ

莞屍
まり

矛毫

ワ
作
抄
鈴
堂炎髭極

毒過箆

’
だ
む
づ
，
胤
柧
戯

全芝

蓮園

曙

L_
ー"一一■■や口,

｜■■1111｢＝-~~--_ 一 一



ー‐ U－- . ‐ ． 一一

国

L
‘ ‐ －~･11■

ー‐ －

』



ー一 一

1 ー－ー－－一

一-－．－－ ___ニーデーーーー
■■■■■■r

今
す
；
マ
ム
昏
寸
さ
瞳
ｊ
ふ
ず
分
ｆ
あ
ぞ
利
発

ア
ラ
〃
会
ｊ
Ｋ
７
毎
ウ
＃
〃
２
す
あ
傷
の
提
芭
鍾

回

も
ｌ
今
ｈ
坐
γ
含
ヤ
の
亙
り
勉
砂
ゆ
て
ゆ
あ
Ｊ
１
虚
か
か
４
腸
の
駿
妙
ふ
か
，
ひ
１
分
蟹
又
麿

士
ｒ
鰐
コ
ト
蹉
竺
■
■
、
可
川
副
‐
Ｈ
引
例
即
和
、
酬
引
剤
川
副
副
‐
司
引
Ｈ
Ｕ
ｌ

与
妙
少
、
と
ａ
こ
み
や
ａ
と
‐
と
い
わ
ふ
掴
乎
ろ
夕
仏
灼
慎
で
あ
ゾ
ワ
リ
と
ａ
乙
上
ア
応
さ
少
知
り
Ｊ
ｌ

Ｉ

２
質
今
？
全
あ
り
と
４
Ｊ
点
ｆ
咋
汐
も
ノ
２
３
俵
４
号
を
一
シ
小

糞＃

團
流

入

－
坊
？
○
て
ふ
ｈ
あ
う
７
零
戸
御
？
ｊ
の
り
ん
獅
人
錨
寵
分
り
入
り
坤
細

妙
ｈ
脱
斗
〃
わ
＄
一
不
う
気
了
向
も
１
吋
ふ
人
久
’
も
閲
禽
憧
７
す
ら
と
ぞ
あ
１
６
『

む
ゑ
３
Ｊ
融
亨
ゐ
ら
も
註
二
く
ら
も
７
斗
ｈ
ネ
７
分
＄
わ
，
７
群
／
恥
恥

含
減
方
う
り
、
上
り
ら
八
Ｊ

軸
早
久
苧
劇
と
人
ら
フ
ラ
‐
乃
ゑ
り
』
ぬ
ず
す
も
の
守
永
》

権
レ
ノ
ン
鷺
も
農
１
〃
７
の
／
掘
沐
鴬
弗
ふ
郷
‐
ず
も
ゐ
ら

。"▽”

ア
ラ
″
串
１
１
洪
ゞ
蚕
６
の
噸
噌
？
，
ろ
端
γ

ソ
寿
戯
雲
ノ
最
叩
肉
ｊ
冴
岬
ｆ
◇
必
２
〃
野
人
ツ
斧
７
３
Ｊ
７
の
八
町
，
ウ
み
ぬ
蛾
昨
，

一
り
や
’
一

？
か
と
ち
ｉ
ｎ
ｌ
Ｉ
ｕ
や
陣
ハ
次
そ
ぅ
や
ｌ
も
Ｉ
あ
う

新
式
八
吻
入
く
～
ク
め
し
〃
／
維
畢
；
両
Ｉ
ノ
つ
１
＆
ｖ
２
焔
瞬
釘
汚
捗
一

「
卿
勿
吋
州
一

ろ
僻
ふ
如
馴
利
僻
み
訓
剃
剖
洲
洲
典
ｘ
約
尚
う
妙
歩
古
畜
ふ
緬

植
錘
索
ど
っ
ハ
ル
』
例
辿
ノ
ャ
も
一
赤
へ
Ｏ
又
の
＄
と
幼
／
ｈ
Ｙ
Ｌ
云
ノ
の
１
も
一
万
号
向
ノ

数
《
品
Ｚ
ｒ
ｆ
ぬ
ノ
ゥ
ク
や
盈
丸
ｑ
ぐ
ｊ
《
／
ら
妙
込
一

［
函
凹
阿
］
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

4

ク

ｐ
Ｗ
ノ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
９
ｌ

登
０
Ⅱ
１
１
１
．
１
１
１

L

「

乏秘！ ｜

雌’
塘
舟

国



Lー二今可MEX_XFM-_一－一二二一一
Fデー ●ー

一一 ■=－－ ＝

洵

尋"ﾔｰ今舎､モミ~一一庭、具C瞳･賦八尋R～､弓や善s,堂押糟

田
､八一全』、臭榊<'崎c忠獄減､,=eWI,J寄合診膨零含･小心種ﾂや""､F､a

小鐵 ‘樵一寺ご喪一難－6､峰玲式‘~姿へ1s賓俄-4糠約

…,含~yへ鑿夛e穂、皇・侯〕雲ざ､ぐ､篝墨～堀域
， 譜八八会~､一一一e幹も，嫁蛾会･熱一媚園､樹w今喝
鋤一 電､を-造●‘･篭＜-小副やく､ra達デー 皇糊･職

,.、念昌熱喜三崎全-A-雫､鐺編,心､“一一畳裏
，職"､遇､蕊S-§･?学､琴ふ入会･マヘ琴､ごﾑ鏡詰e妙側零

回 一一
紙冒-t'Sp②､＆ぐ､．長●､軍jtr-垂、

’

I

ー釘一pー‐■

一 一一

､農･合.胃､.綱-G､ぐ号､ﾐ免今今--弓｡･鴬､-ﾍﾕ皇‘壁←鯉報織

圃
鴬w･&堅，鶴・､全一合』s､や､S､寺"",L's､急患一§'~歪-二一今v←副
f争｡､』一､¥藍色･も'ぐぺ呼又~、

無p鎌一輪＆‐､公--歩ラタ、噂瞳謬､、/､錘､'-E､>』公金ピーハーー泌輔
囹

曇-～烏舎、一旦樽へ拳-当e-･～蕊雪塔~､む謡鴬
…我琴一へ〔、患一角か雲､皇､葛一ﾔも韓令一瞬葎＜
s蝦,．､･篭､～､動く~､庭､←咲翰･竃f､望､会淵噸拭鞭
， ‘｡､S､-ﾍ壁退会噂．》陰'管-ぜ､き､｡§ 一睡入莞唖心髄

邸一§患慰曝今篭琳、.一
膀嘩へ縄!、．ヱ､鐘玲J､｡袋､,､<､§澱､g昌鵠,“戟婚翰網

’

’

偽
、

‐≦ Wr一言一一.ーー
一

▲ 一



一
一一
一
一

一

一

一

一

一三一一
一
一一一一厚－

－ －

－－

一一

｜
灘
命
潅
・
ノ
ハ
毎
”
１
ｈ
ｕ
ノ
嵯
咋
、

｜
、
樫
吻
零
必
田

ア
今
ｊ
つ
ぞ
侭
γ
、
小
才
崎
／
恥

℃
哩
諏
岬
／
八
の
ノ
０

詮

吻＃

－

Ｌ
酔
雁
酔
砕
閏
扉
ｈ
、
日
■
日

す
う
Ｊ
ｗ
ｊ
●
〃
色
４
縄
／
魚
坤
小

目
。

、 、 掌
ヰ

ノ ノ

､

字

準
則
仁
や
今
〃
グ

側

ス
ミ
空
権
柄

甲
４
■

、
斗
ル
電
、
今
ノ

Ｅ

Ｉ
７

ミ
ワ今
’
師
へ
●
Ｆ
令
毎
，
廷
・
‐
し
し
’
０
川

１
●

Ｊ
灸
診
諦
ル
量
ノ

バ
《
、
呵
風
『
弓

、

！ ：
袖
勧
キ

了
今
ブ
ノ
今

市
鐸
１
昂
喫
面
■
■
厚
搾
、
い
’
い
峠
帆
叫
伽
ｗ
ｌ

〆

逗

r

i
“

そ
ノ『

bL

畷
承
γ
り
ｖ
ｂ
↓
＃
グ
卿
Ａ
Ｉ
勾
沿
り
孝
鑑

杓
吋
Ｉ
ｌ
４
ノ
ら
ｉ
ソ
～
，
γ
勺
ｊ
包
り
診
ろ

；
も 風 ふ

ん
１
１
〃
う
ｌ
恥
の
垂
古

参
く
う
の
雰
且
も
ぜ
１
１
貧
血
可
一
一

式
烈
ふ
み
１
９
両
や
１
ケ
１
時
Ｉ
沸
吠
り
神
Ｉ

品
叶
沁
阿
１
４
１
＆
今
ｋ
尭
鯵
の
逢
ろ

卿
胤
侭
令
４
糾
零
ｉ
ｎ
船
脚
と
ら

６
５
卜
γ
ｆ
１

抄
の
ざ
ん
ｗ
″
ｌ
ｇ
蝉
蝿
漁
孵
１
息
”
吟
訪
い
ｖ
４
、
幸
１
１
縄
灯

４
－

１

戸
１
，
Ｄ
ｌ
ｒ
ｒ
ゆ
ト
レ
２
吟
字
咽
〃
烏
盟
ア
ハ
リ
ー
ト
ト
命
／
い
り
贋
リ

ｉ
＃
１
雄
１
４
次
》
ト
ウ
通
秀
談

ｒ
ｚ
§
Ｊ
易
塵
弧
咽
易
岑
亀
漉
動

Ⅱ
１

ｌ
Ｉ
９
８
Ｈ
０
Ｉ
Ｈ
６
０
Ｌ
１
Ｈ
Ｉ
６
９
１
１
Ｕ
■
０
１
１
Ⅱ
０
１
０
０
日
１
８
１
８
Ⅱ

y，

ヤ
ー
と
峰
呵
１
恥
ｔ
人
稲
暇
定

働
勿
ｌ
ｊ
そ
ふ
や
＃
・
も
衝
約

も
ム
ー
ー
タ
ヤ
乎
撹
少
卿

！
仏
Ｊ
癖
の
ｆ
今
奄
秒
恥

a

’ り
り
砲

噛
峨 １

句

p

苛

荷
今
鰯
鰯

ｌ
Ｉ

ｖ
ト
ー

１
１

ｰ

鬼垂z』
一

美

姥箔

通葦

溌可,陽菰鼠湖奪 １
１

、
ご
ｑ

も
当
■
■
。

悪

､淀＃}言 砿手.更人繭暑忍
一一

：I■

」

■

ー一

－－一一



1一可一
－－－－－－一＝＝＝ー

V

同明
埠

ヴ1

－ｬf- I
一 L

年 1
，、ル

ハ ノI
W

H

版版

噺猟
1 〃

卿yI-4

農ﾎ1

永
腿
ｒ
吾
一
Ｆ

１

１

１

０

■

汐

匁

ｖ

カ

ノ

〃

乞

い

動

ｌ

ｊ

応

丸

？

芯

、ゾ
ク
サ
レ
ョ
ノ
２
面
哩
ノ
，
”
孝
心
‐
（
ツ
ー
‐
‐
ｊ
も
ノ
ハ
ｒ
常
ご
”
ｗ
『
γ
‐
錘
．

ｄ
》

俳
諾
あ
；
牡
鏡
終
．

Ｔ
ｌ
歩
ｈ
挿
滞
砂
吟
ふ
洲
州
渕
上
シ
の
ハ
垢
刈
の
の
１
７
く
、
く
の
わ
ｒ
〃
て
ノ
ン
幼
う
；
～

い
ふ
品
油
込
ツ
リ
皐
夕
渇
予
Ｉ
上
シ
の
歩
、
い
ぐ
さ
詮
ら
絹
珍
小
峯
ア
ア
シ
艀
嫁
御
い
褐
’

と
す
か
～
あ
ゃ
あ
あ
知
オ
ー
カ
砿
う
へ
‐
１
２
？
資
驚
細
さ
り
２
：
和

の
ち
２
３
蝿
聯
ひ
ぁ
う
そ
？
幼
う
売
り
少
伽
襲
ツ
リ

ヲ
ラ
〃
秘
必
１
；
幻
く
ふ
や
も
ぬ
り
タ
ア
ー
ー
Ｉ
私

，糊日
群
‐

入
，
依
少
ぴ
／
怖
卜
１
Ｊ
。
＄
７
《
男
よ
ｆ
＄
吹
～
１
１
謹
迩
虹
耀
吻
落
や
歯
ユ

鼻
ｉ
ダ
ｈ
患
卜
－
吋
／
あ
ら
さ
奇
川
漣
＃
一

籍 縮
行 輯

考 蓋

籍
飽
叶

、
Ｉ
咀

口
”
ザ
』
ｌ
ｌ
ｌ
●
１
１
１

埼
壬

雌

蕊
b p

h I

｣阿

支
1ヴ

1 F

ｊ

西
化
禰
批 落
悼
八J

欠
、

イ

ー

ツゾ

1 ，
J

Ｊ
〃
「 ぅ

冠
泌
河
奇

1
戸

ｿ1 ノ.！

一
■
■
Ｌ

I

1

■



汀
■ ゴ
－－

‐･~-◆

ー

b炉再、。ー。
~

U

9

P

9
b

ｑ
■
１
画
一
別
和
●
■
。

■b ．■■▲ ■


